
ー
久
松
博
士
蔵
歌
論
書
及
び
本
館

国
文
学
研
究
資
料
館
特

蔵
国
学
関
係
書
を
中
心
と
し
て
ー

別
展
示
目
録

ニ



こ
の
展
示
は
久
松
家
よ
り
御
寄
託
い
た
だ
い
た
故
久
松
潜
一
博
士
蔵
の
歌
論
書
の
一
部
と
、
旧
国
民

精
神
文
化
研
究
所
蔵
書
の
内
の
数
点
と
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

目
録
中
の
解
題
は
久
松
潜
一
博
士
の
主
と
し
て
左
記
の
御
著
作
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
構
成
し
、
全
体

の
記
述
を
整
え
る
為
に
簡
単
な
補
足
を
加
え
ま
し
た
。

日
本
文
学
評
論
史
・
至
文
堂
、
昭
和
五
十
一
年
版
、
久
松
潜
一
選
集
所
収
。

万
葉
集
の
研
究
・
至
文
堂
、
昭
和
五
十
一
年
版
、
久
松
潜
一
選
集
所
収
。

歌
論
集
・
能
楽
論
集
・
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
六
年
、
十
二
刷
、
古
典
大
系
所
収
、
久
松
潜
一
、
西

尾
実
校
注
。

又
、
補
足
記
事
は
主
と
し
て
、
和
歌
文
学
大
辞
典
（
明
治
書
院
、
昭
和
三
十
七
年
）
及
び
最
新
の
研
究

成
果
を
も
参
照
し
ま
し
た
。

な
お
、
巻
末
に
久
松
潜
一
博
士
略
年
譜
、
及
び
（
寄
託
資
料
）
故
久
松
潜
一
博
士
蔵
歌
論
書
目
録
を
付

し
ま
し
た
。昭

和
五
十
三
年
三
月
四
日

国
文
学
研
究
資
料
館



3

顕
昭
陣
状

2

悦
目
抄

俊
頼
口
伝、

俊
頼
無
名
抄、

俊
秘
抄、

唯
独
自
見
抄
な
ど
と
も
言
う。

「
日
本
文
学
評
論
史」

古
代
・
中
世
篇、

第
一
篇、

第
三
章、

第
二
節

俊
頼
は
金
葉
集
の
撰
者
で
あ
り、

家
集
に
散
木
奇
歌
集
が
あ
り、

更
に
俊
頼
口
伝
（
無
名
抄
と
も
い
ふ）

が
あ
り、

又
歌
合
の
判
者

俊
頼
口
伝
に
就
い
て
彼
の
見
解
を
探
っ
て
見
る
と、

心
と
ふ
し
と
こ
と

と
し
て
そ
の
時
代
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た°

|
—
中
略
ー
ー

ば
と
を
対
立
さ
せ
て、

心
を
第
一
と
す
べ
き
を
と
い
て、

歌
の
よ
く
と
い
ふ
は
心
を
さ
き
と
し
て
珍
し
き
ふ
し
を
も
と
め
こ
と
ば
を
か
ざ
り
ょ
む
べ
き
な
り。

と
述
べ
て
ゐ
る
ー
ー
以
下
略。

鎌
倉
期
の
歌
論
書。

藤
原
基
俊
の
作
に
擬
せ
ら
れ
る。

鷺
箱
秘
伝
抄
と
も
言
う。

「
日
本
文
学
評
論
史」

古
代
・
中
世
篇、

第
一
篇、

第
三
章、

第
二
節

さ
う
し
て
彼
（
基
俊）

に
は
悦
目
抄
と
い
ふ
歌
論
書
が
あ
る
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が、

こ
れ
は
基
俊
の
系
統
を
ひ
く
二

条
派
の
偽
書
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
ー
ー
以
下
略
ー
ー

歌
論
書

ー

俊
頼
髄
脳

建
久
五
年
頃
成
立

顕
昭
（
大
治
五
・
11
30
ー
不
明）

著

一
名、

六
百
番
陳
状。

六
百
番
歌
合
（
建
久
四
・
11
9
3
秋
？）

に
お
け
る
俊
成
の
判
に
不
服
を
唱
え
た
も
の。

「
日
本
文
学
評
論
史」

詩
歌
論
篇、

序
説
二

源
俊
頼
（
天
喜
三
・
1
0
5
5
~
大
治
四
・
11
2
9)

著

歌
論
書

3

 

_
6
 

ーー
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5
 

4
 る

。
本
書
は
秘
々
抄
本
系
の
一
写
本
で
あ
る
。

六
条
家
の
顕
昭
が
俊
成
の
六
百
番
歌
合
の
判
詞
に
対
す
る
批
評
は
内
容
的
方
面
に
わ
た
っ
て
居
り
、
顕
昭
の
風
情
を
重
ん
ず
る
立
場

を
よ
く
表
し
て
ゐ
る
。
も
と
よ
り
俊
成
も
幽
玄
を
重
ん
じ
余
情
を
尊
重
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
風
情
の
理
解
は
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
歌

合
の
批
評
と
し
て
や
4
も
す
れ
ば
陥
っ
て
ゐ
る
詞
の
詮
索
に
過
ぎ
て
風
情
を
閑
却
し
た
点
が
あ
っ
た
の
を
非
難
し
て
、
歌
に
風
情
の
重

要
な
点
を
説
い
た
の
は
、
漸
く
古
代
の
調
和
的
古
典
主
義
か
ら
中
世
の
象
徴
的
傾
向
に
う
つ
る
過
程
を
示
し
て
ゐ
る
。

古
来
風
鉢
抄

藤
原
俊
成
（
永
久
ニ
・
1
1
1
4
~
元
久
元
・
1
2
0
4
)

著

歌

論

書

式
子
内
親
王
の
求
め
で
建
久
八
年

(
1
1
9
7
)

1,! 
執
筆
さ
れ
、
四
年
後
の
建
仁
二
年
に
若
干
の
補
訂
が
行
な
わ
れ
た
。

「
日
本
文
学
評
論
史
」
詩
歌
論
篇
、
補
篇
一

彼
の
歌
論
書
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
は
、
古
来
風
体
抄
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
加
へ
る
に
多
く
の
歌
合
の
判
詞
が
あ
る
。
古
来
風
体
抄

は
彼
の
建
久
八
年
八
十
四
歳
の
時
の
著
で
あ
る
か
ら
、
時
代
か
ら
言
っ
て
も
中
世
に
入
っ
て
ゐ
る
し
、
彼
の
歌
論
の
円
熟
し
た
時
で
あ

る
。
従
っ
て
風
体
抄
の
言
説
は
十
分
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
4

に
見
ら
れ
る
中
世
的
な
立
場
は
歴
史
的
展
開
に
対
す
る
反
省
と

い
ふ
こ
と
が
重
要
な
点
の
一
で
あ
る
。
世
の
転
変
に
よ
る
時
代
の
推
移
は
俊
成
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
時
代
の
人
々
の
だ
れ
も
感
じ
た
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
歌
の
変
遷
と
い
ふ
点
で
自
覚
し
た
の
が
古
来
の
風
体
の
考
で
あ
る
。

近
代
秀
歌
（
秘
々
抄
）

藤
原
定
家
（
応
保
ニ
・
1
1
6
2
~
仁
治
ニ
・
1
2
4
1
)

著

承

元

三

(
1
2
0
9
)

源
実
朝
の
求
め
で
執
筆

実
朝
に
献
上
し
た
本
の
手
控
え
に
短
い
前
文
を
つ
け
た
も
の
を
も
と
に
一
般
に
流
布
し
た
流
布
本
系
諸
本
と
、
定
家
自
筆
本
系
統
と

が
残
さ
れ
て
い
る
。
流
布
本
の
例
歌
を
全
面
的
に
改
め
た
自
筆
本
系
諸
本
、
そ
の
両
方
の
特
徴
を
あ
わ
せ
も
つ
秘
々
抄
本
系
統
と
が
あ

歌
論
書

y 
58 

11ー

90
（
上
の
み
）
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藤
原
定
家
の
歌
論
書
の
う
ち
、
古
く
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
成
立
年
代
は
未
詳
で
あ
る
が
、
細
川
幽
斎
の
詠
歌
大
概
抄
に
、
定
家

卿
六
十
「
歳
の
こ
ろ
後
鳥
羽
院
第
七
御
子
尊
快
親
王
に
書
い
て
送
っ
た
と
あ
る
。
近
代
秀
歌
と
内
容
近
く
、
近
代
秀
歌
を
書
い
た
後
の

著
と
見
ら
れ
る
し
、
そ
れ
も
自
筆
本
近
代
秀
歌
以
後
と
見
ら
れ
る
が
、
毎
月
抄
よ
り
は
以
前
と
見
ら
れ
る
。
漢
文
で
書
か
れ
て
あ
り
、

そ
れ
が
原
形
と
思
わ
れ
る
が
、
井
蛙
抄
に
は
仮
名
交
り
文
で
引
用
さ
れ
て
お
り
、
現
に
東
大
国
語
研
究
室
に
仮
名
交
り
文
の
詠
歌
大
概

が
存
す
る
の
で
、
仮
名
交
り
文
も
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
ー
ー
＇
中
略
ー
ー
ー

藤
原
定
家
著

「
古
典
大
系
」
歌
論
集
、
久
松
博
士
校
注

7
 
秀
歌
体
大
略

6

詠
歌
大
概

で
あ
る
ら
し
い
。

歌
論
書

成
立
等
未
詳
、
近
代
秀
歌
の
改
稿
本
と
す
る
説
も
あ
る
。

添
え
ら
れ
て
い
る
秀
歌
体
大
略
は
、
近
代
秀

3 ゜
ー

3

ーー

「
日
本
文
学
評
論
史
」
詩
歌
論
篇
、
補
篇
二

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
今
は
そ
の
か
み
」
云
々
の
言
に
よ
る
流
布
本
の
方
は
承
元
三
年
実
朝
に
献
上
し
た
本
で
あ
り
、
自
筆

本
は
後
に
改
訂
し
た
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
定
家
は
実
朝
に
送
っ
た
本
に
あ
っ
た
二
十
六
首
を
歌
観

の
変
化
し
た
た
め
に
削
り
、
後
の
歌
観
に
も
と
づ
い
て
八
十
三
首
を
改
め
て
え
ら
ん
だ
と
い
ふ
や
う
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が

前
に
挙
げ
た
秘
々
抄
（
吉
沢
博
士
が
一
本
を
所
持
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
私
も
一
本
を
蔵
し
て
ゐ
る
）
。
こ
の
写
本
は
「
此
一
帖
相
伝
申
者

也
了
俊
判
」
と
い
ふ
奥
書
が
あ
り
、
更
に
、

此
一
帖
松
月
軒
徳
翁
之
愚
身
相
伝
始
此
也
正
清

と
あ
っ
て
正
徹
に
伝
は
っ
た
の
を
そ
の
弟
子
の
正
清
が
相
伝
し
て
ゐ
る
。
次
に
「
文
亀
元
酉
下
春
」
の
奥
書
が
あ
り
、
こ
の
時
の
書
写

l
l
_
1
/
2
/
3
/
4
.
1
t
2
/
5
/
6
/
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/
9
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/
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毎
月
抄
と
い
う
の
は
、
後
人
の
名
づ
け
た
名
称
で
、
定
家
卿
消
息
、
和
歌
庭
訓
と
も
い
う
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
承
久
元
年
七
月
二
日

に
或
人
に
返
報
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
本
の
奥
書
や
井
蛙
抄
に
よ
っ
て
、
衣
笠
内
府
に
送
っ
た
と
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
が
、
古
写

本
に
は
或
人
と
だ
け
あ
る
の
で
、
衣
笠
内
府
と
い
う
の
も
一
説
に
過
ぎ
な
い
。
正
徹
物
語
に
は
実
朝
に
送
っ
た
と
あ
る
が
、
承
久
元
年

一
月
に
実
朝
は
試
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
朝
で
は
年
代
が
あ
わ
な
い
。
結
局
あ
る
人
と
い
う
の
は
何
人
で
あ
る
か
定
め
難
い
。
は
じ
め

に
、
初
心
の
う
ち
は
本
の
姿
を
よ
む
べ
き
で
あ
る
と
し
、
本
の
姿
を
説
明
し
て
、
す
な
お
に
や
さ
し
き
姿
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
歌
の
十
体
を
あ
げ
て
、
そ
の
中
で
も
有
心
体
は
最
も
重
要
で
あ
る
と
し
、
他
の
九
体
に
お
い
て
も
よ
き
歌
は
有
心
体
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
有
心
体
が
様
式
的
に
は
や
さ
し
く
艶
な
歌
で
あ
り
、
価
値
的
に
は
心
の
有
る
歌
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

C

そ
し
て
有
心

体
と
と
も
に
秀
逸
体
の
説
明
を
し
て
い
る
。
ま
た
歌
に
お
け
る
心
と
詞
と
の
関
係
、
稽
古
、
本
歌
取
や
題
詠
・
百
首
歌
な
ど
に
つ
い
て

も
説
い
て
お
り
、
定
家
の
歌
論
の
中
心
が
こ
の
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
仮
託
の
書
と
す
る
説
も
八
島
長
寿
氏
等
に
よ
っ
て
説
か
れ
て

い
る
が
、
大
体
に
お
い
て
定
家
の
書
と
認
め
ら
れ
、
愚
秘
抄
・
三
五
記
・
桐
火
桶
な
ど
に
比
べ
て
遥
か
に
信
じ
う
る
と
見
ら
れ
る
。

定
家
に
仮
託
し
た
歌
論
書
（
鵜
鷺
系
偽
書
の
一
）

9

桐
火
桶

藤
原
定
家
著

「
古
典
大
系
」
歌
論
集
、
久
松
博
士
校
注

8

毎
月
抄

歌
論
書

鎌
倉
末
期
頃
成
る
か

成
立
年
次
、
事
情
等
、
不
明
な
点
が
多
く
、
偽
書
説
も
あ
る
。

y 
19 

1,1 

20 

y 
21 

歌
に
お
け
る
例
歌
に
近
い
性
質
か
と
も
見
ら
れ
る
が
、
或
は
独
立
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
詠
歌
大
概
に
添
え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
か

も
知
れ
な
い
。
た
だ
詠
歌
大
概
が
短
文
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
写
本
に
は
必
ず
秀
歌
体
大
略
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
成
っ
た
も

の
と
見
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
歌
数
は
百
三
首
あ
る
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
多
少
の
出
入
が
あ
る
。

4
 



、7

と
な
っ
て
ゐ
る
。
万
葉
集
や
古
今
集
の
歌
が
内
閣
文
庫
本
に
あ
る
の
に
版
本
系
統
本
に
な
い
の
は
内
閣
文
庫
本
の
増
補
と
い
ふ
よ
り
は

版
本
系
統
本
の
脱
漏
で
あ
る
と
歌
学
大
系
本
の
解
題
で
述
べ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
の
歌
の
一
首
を
の
ぞ
い
て
こ
の
天
正
十
四
年
本
が
版

本
系
統
の
中
で
も
よ
い
系
統
の
本
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
。

桐
火
桶

「
日
本
文
学
評
論
史
」
詩
歌
論
篇
、
補
篇
ニ

桐
火
桶
は
前
半
に
お
い
て
は
古
代
の
和
歌
の
こ
と
を
説
き
、
万
葉
や
古
今
の
歌
の
秀
歌
を
挙
げ
、
後
半
は
主
な
る
歌
人
の
歌
を
挙
げ
、

各
歌
人
に
つ
い
て
批
評
を
加
へ
て
ゐ
る
。

桐
火
桶

9

.

 a
 

~, 

私
蔵
の
中
、

一
は
版
本
で
あ
る
が
、
歌
学
大
系
本
解
説
に
あ
る
寛
永
十
五
年
版
本
で
は
な
い
。
奥
書
に
よ
る
と
、

宝
永
元
年
申
五
月
日

と
あ
る
。
こ
の
書
は
大
和
綴
本
半
紙
版
で
第
一
丁
、

る
。
表
紙
に
は
「
桐
火
桶
上
下
」
と
あ
る
。
挿
絵
も
数
所
あ
る
が
、
寛
永
十
五
年
版
と
恐
ら
く
内
容
は
同
一
で
あ
ら
う
。

桐
火
桶
だ
け
で
一
冊
に
な
っ
て
お
り
、
横
二
十
セ
ン
チ
、
縦
十
五
セ
ソ
チ
の
横
本
で
あ
る
。
奥
に
、

此
桐
火
桶
者
京
極
黄
門
定
家
卿
所
作
而
和
詩
之
骨
髄
也
、
雖
然
希
世
見
幸
得
正
本
今
開
板
者
也

子
時
寛
永
十
五
年
九
月
吉
辰

圃

桐

火

桶

二
条
通
仁
左
衛
門

ー

ー

7

ーー y 
69 

は
じ
め
に
「
和
詞
桐
火
桶
上
」
と
い
ふ
書
名
が
あ
る
。
鉄
斎
の
朱
の
蔵
書
印
が
あ

書
林
万
屋
清
兵
衛
板

111 

70 

5
 



愚
見
抄
・
三
五
記
・
桐
火
桶
と
共
に
定
家
仮
託
書
（
鵜
鷺
系
偽
書
）

「
日
本
文
学
評
論
史
」
詩
歌
論
篇
、
補
篇
二

10

愚
秘
抄

と
い
ふ
文
詞
だ
け
は
存
す
る
の
で
あ
る
。

文
安
四
年
本
（
家
蔵
一
本
）
は
縦
十
八
セ
ソ
チ
、
横
十
八
セ
ン
チ
桝
形
本
胡
蝶
装
で
表
紙
は
紺
紙
に
金
泥
の
花
と
鳥
の
模
様
が
あ
る
。

表
紙
裏
は
金
紙
で
あ
る
。
奥
に

藤
原
為
繁
朝
臣

め
も
ら
し
み
す
る
事
有
べ
か
ら
す
。
お
そ
ろ
し

l
¥

一
。
鎌
倉
後
期
成
る
か
。

゜
ー

6

ーー

文
安
加
夷
則
書
畢

と
あ
る
。
文
安
丁
卯
は
文
安
四
年
が
あ
る
か
ら
文
安
四
年
本
と
よ
ん
で
お
く
。
書
写
は
そ
れ
よ
り
遅
れ
る
や
う
で
あ
る
が
、
近
世
初
期

以
前
で
は
あ
る
。
遊
紙
一
丁
を
隔
て
て
、
次
に

慶
安
元
一
覧

二
条
殿
為
繁
卿
桐
火
桶
全

と
あ
る
の
は
慶
安
元
年
の
極
め
と
見
ら
れ
る
の
で
こ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
本
も
版
本
系
統
で
あ
る
が
や
4
異

な
っ
て
ゐ
る
の
で
版
本
系
統
B
と
言
っ
て
も
よ
い
。
一
は
終
り
の
所
は
「
此
の
三
か
の
大
事
に
つ
き
て
種
々
の
沙
汰
多
し
、
故
如
何
と

な
ら
ば
此
三
種
の
神
器
を
秘
せ
む
が
た
め
な
り
」
以
下
の
所
は
此
の
本
に
も
な
い
が
、
版
本
で
は
「
利
口
に
し
た
る
姿
な
る
べ
し
、
可

秘
事
な
り
」
で
終
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
本
で
は
そ
の
次
の

あ
な
や
す
の
秘
事
也
と
社
覚
侍
れ
。
こ
の
事
ど
も
か
た
の
や
う
な
れ
ど
も
子
孫
を
思
ふ
故
か
た
は
し
づ
4

か
き
つ
け
侍
り
ぬ
。
ゆ

6
 



鎌
倉
時
代
、
延
慶
三
年
、
定
家
の
血
筋
を
引
く
京
極
、
二
条
両
家
の
論
争
書
、
す
な
わ
ち
二
条
為
世
の
奉
っ
た
訴
状
（
非

難
書
）
。
為
兼
の
陳
状
（
陳
弁
書
）
と
そ
れ
を
反
論
し
た
も
の
か
ら
な
る
。
但
し
現
存
本
は
三
条
西
実
隆
の
抄
出
。

「
日
本
文
学
評
論
史
」
詩
歌
論
篇
、
序
説
二

中
世
に
於
け
る
文
学
論
争
と
し
て
は
定
家
に
よ
っ
て
ほ
ゞ
歌
壇
が
統
一
さ
れ
た
後
、
そ
の
子
の
為
家
の
後
に
三
家
が
分
立
し
て
か
ら

で
あ
る
。
鎌
倉
期
で
は
京
極
家
の
為
兼
と
二
条
家
の
為
世
と
の
問
の
論
争
が
著
し
い
し
、
二
条
家
の
方
で
は
為
世
の
み
な
ら
ず
そ
の
周

歌
論
書

12

延
慶
両
卿
訴
陣
状

11 

定
家
十
鉢

伝
藤
原
定
家
著
歌
論
書

「
和
歌
文
学
大
辞
典
」
久
松
博
士
執
筆

111 

49 

こ
の
書
は
仮
託
の
書
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
信
ず
べ
き
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
十
体
の
説
明
は
な
く
、
例
歌
と
し
て
幽

玄
様
五
八
首
、
長
高
様
ニ
―
首
、
有
心
様
四
一
首
、
事
可
然
様
二
六
首
、
麗
様
二
四
首
、
見
様
―
二
首
、
面
白
様
三
一
首
、
濃
様
二
九

首
、
有
一
節
様
二
六
首
、
拉
鬼
様
―
二
首
が
挙
げ
ら
れ
て
あ
る
。
定
家
以
後
長
く
行
わ
れ
、
そ
の
影
響
は
著
し
か
っ
た
。

111 

65 

こ
の
書
は
定
家
の
歌
論
書
の
中
で
仮
託
性
の
多
い
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
吉
野
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
定
家
の
書
と
し

て
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
後
に
影
響
す
る
所
多
く
、
正
徹
も
正
徹
物
語
に
述
べ
て
ゐ
る
定
家
の
歌
論
は
愚
秘
抄
、
三
五
記
か
ら
引

用
す
る
所
が
多
い
の
で
あ
る
。
幽
玄
を
余
情
妖
艶
と
す
る
の
も
愚
秘
抄
、
三
五
記
の
所
説
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
ま
た
定
家
の
い
ふ
有
心

体
を
理
世
撫
民
体
と
し
て
解
す
る
の
も
こ
の
二
書
に
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
二
書
に
は
内
容
的
に
も
毎
月
抄
や
近
代

秀
歌
と
一
致
し
な
い
所
が
あ
る
が
、
更
に
そ
の
点
を
考
へ
る
基
礎
的
な
問
題
と
し
て
愚
秘
抄
や
三
五
記
の
本
文
に
も
種
々
異
同
の
あ
る

こ
と
を
考
へ
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ー
ー
略
ー
ー
＇

7
 



頓
阿
（
正
応
ニ
・
1
2
8
9
~
応
安
五
・
1
3
7
2
)

著

歌

論

書

14
井
蛙
抄

囲
の
人
に
よ
っ
て
野
守
鏡
も
著
さ
れ
て
ゐ
る
。
為
兼
が
玉
葉
集
を
編
纂
す
る
に
至
る
ま
で
の
経
過
に
は
二
条
派
か
ら
の
種
々
の
圧
迫
も

あ
り
、
為
兼
も
政
治
的
な
問
題
と
関
聯
し
て
流
さ
れ
の
身
に
も
な
っ
て
ゐ
る
。

二
条
家
の
方
か
ら
歌
苑
連
署
事
書
も
書
か
れ
て
ゐ
る
。

伝
千
種
有
房
（
建
長
三
•
1
2
5
1
~
元
応
元
・
1
3
1
9
)

著

歌
論
書

永
仁
三
年
成
立

ま
た
為
世
と
の
間
に
延
慶
両
卿
訴
陳
状
も
な
っ
て
居
り
、

一
説
に
平
輔
兼
入
道
心
縁
上
人
著

京
極
為
兼
と
そ
の
歌
論
を
一
遍
の
踊
念
仏
と
共
に
非
難
し
た
書

「
日
本
文
学
評
論
史
」
歌
論
篇
、
第
五
章
、
第
一
節

野
守
鏡
は
為
家
派
の
作
っ
た
歌
論
書
で
、
所
謂
平
淡
美
を
主
張
し
て
ゐ
る
意
味
で
、
為
兼
な
ど
の
見
解
と
は
異
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ

て
そ
の
所
説
も
格
別
新
し
く
卓
見
と
い
ふ
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
組
織
が
整
然
と
し
て
ゐ
る
点
で
、
中
世
の
歌
論
書
の
中
で
も
特
異

な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
者
に
就
い
て
は
文
明
十
一
年
の
藤
原
親
長
の
跛
に
よ
っ
て
、
千
種
有
房
の
作
と
言
は
れ
て
ゐ

る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
必
ず
し
も
さ
う
で
な
い
と
言
ふ
見
解
も
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
。

本
と
し
て
は
そ
の
後
元
禄
刊
本
を
手
に
入
れ
た
。
そ
れ
が
本
書
で
あ
る
。

1
3

野
守
鏡

•
1

ー

3

1

1

 

1
ー

8

y 
82 

し
か
し
有
房
説
に
対
し
て
積
極
的
に
否
定
す
べ
き

点
も
乏
し
い
上
に
、
有
房
の
著
と
し
て
ふ
さ
は
し
い
点
も
あ
る
の
で
、
か
つ
て
随
筆
文
学
集
に
収
め
る
時
に
私
は
な
ほ
有
房
説
を
支
持

し
た
い
考
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
別
と
し
て
野
守
鏡
の
諸
本
に
就
い
て
年
来
心
が
け
て
ゐ
た
が
、
刊
本
で
は
群
書
類
従

本
が
唯
一
の
や
う
で
あ
り
、
写
本
も
私
の
知
っ
た
も
の
で
は
、
神
宮
文
庫
蔵
の
写
本
、
帝
国
図
書
館
蔵
の
写
本
、
九
条
家
旧
蔵
の
写
本

｀
ヽ

を
見
た
の
み
て
群
書
類
従
本
も
神
宮
文
庫
本
に
よ
っ
た
や
う
に
見
え
た
。
私
も
神
宮
文
庫
本
に
よ
っ
て
収
め
て
お
い
た
。
し
か
し
版

延
文
五

(
1
3
6
0
)

頃
成
立

，
 

ー

3

ーー

8
 



16 

正
徹
物
語

「
日
本
文
学
評
論
史」
詩
歌
論
篇、

補
篇一

歌
論
に
於
て
は
二
条
家
の
頓
阿
の
井
蛙
抄
や、

そ
の
一
部
を
抄
出
し
た
水
蛙
眼
目
や、

良
基
の
問
に
頓
阿
の
答
え
た
愚
問
賢
注
の
所

説
が
二
条
家
の
平
淡
美
の
歌
論
を
代
表
し
て
ゐ
る
が、

頓
阿
は
新
見
解
を
述
べ
る
よ
り
も
従
来
の
歌
論
の
伝
統
を
ま
も
る
事
に
力
を
注

い
だ
の
で
井
蛙
抄
も
そ
の
や
う
な
性
格
を
有
し
て
ゐ
る。
ー
�
中
略
ーー
ー

良
基
も
近
来
風
体
抄
の
中
に
頓
阿
の
歌
を
評
し
て

か
4
り
幽
玄
に
姿
な
だ
ら
か
に、
こ
と
l
＼
し
く
な
く
て、

し
か
も
歌
毎
に
一
か
ど
め
づ
ら
し
く
当
座
の
感
も
有
し
に
や

と
あ
る
の
も
そ
れ
を
語
っ
て
ゐ
る。

そ
れ
は
頓
阿
の
歌
論
の
性
格
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る。

井
蛙
抄
の
第一
巻
「
風
体
論」
で
は
公
任

の
新
撰
髄
脳、

俊
成
の
古
来
風
体
抄、

定
歌
の
詠
歌
大
概
と
毎
月
抄、

順
徳
院
の
八
雲
御
抄
の
見
解
を
多
く
引
き、

「
六
百
番
歌
合」

の
判
詞
や
和
歌
九
品、

忠
苓
十
体、

源
承
の
愚
管
抄
を
も
引
用
し
て
ゐ
る
歌
論
集
成
の
観
も
あ
り
彼
の
見
解
は
少
い。

二
条
良
基
（
元
応
ニ
・
1
3
2
0
~
嘉
慶
ニ
・
1
3
8
8)

の
問
に
頓
阿
が
答
え
る
形
式
を
と
っ
た
歌
論
書

貞
治
二
年
(
1
3
6
3
)

成
立

二
条
派
の
正
統
の
上
か
ら
見
る
と、

頓
阿
と
二
条
良
基
と
が
あ
る。

頓
阿
に
は
井
蛙
抄
と
そ
の
雑
談
の
部
を
抜
い
た
水
蛙
眼
目
が
あ

り
外
に
良
基
と
の
問
答
を
記
し
た
愚
問
賢
註
が
あ
り、

ま
た
良
基
に
は
室
町
時
代
の
歌
人
を
評
し
た
近
来
風
證
抄
が
あ
る。
が、

頓
阿

は
二
条
派
の
伝
統
を
守
っ
て
平
淡
を
重
ん
じ
た
点
で
は
極
め
て
忠
実
で
あ
っ
た
が、

新
し
い
立
場
を
主
張
す
る
と
い
ふ
点
は
殆
ど
な
か

っ
た。

従
っ
て
道
に
就
い
て
も
説
く
所
は
勘
い
が、

良
基
は
一
面
に
於
て
連
歌
道
の
建
設
者
で
あ
る
だ
け
に
道
に
就
い
て
も
説
く
所
が

多
い。

11
ー
25
/
26
/
27
/
28
/
29

正
徹
（
弘
和
元
・
1
3
8
1
~
長
禄
三
・
1
ち
9
)

の
歌
論
書。

但
し、

元
来、

徹
書
記
物
語、

清
巌
茶
話
の
二
書
か
ら
成
り、

そ
れ
ぞ
れ
門

15

愚
問
賢
注

7
_
8

ーー

88 



17 
弟
の
聞
書
と
見
ら
れ
る
。

「
古
典
大
系
」
歌
論
集
、
久
松
博
士
校
注

た
が
、
下
り
は
て
た
歌
の
家
に
拘
泥
せ
ず
と
し
て

正
徹
の
歌
論
を
見
る
上
に
最
も
重
要
な
書
で
あ
る
。
正
徹
は
冷
泉
家
の
門
に
入
っ

定
家
を
尊
崇
し
た
。
歌
論
の
根
本
に
幽
玄
を
た
て
て
い
る
が
、
そ
の
幽
玄
が
余
情
妖
艶
を
さ
し
て
い
る
の
は
、
定
家
の
歌
論
書
で
も
毎

月
抄
な
ど
に
よ
ら
ず
、
愚
秘
抄
・
三
五
記
な
ど
に
見
え
る
説
に
よ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
定
歌
の
歌
論
の
曲
解
で
あ
る
が
、
定
家

の
歌
を
余
情
妖
艶
と
認
め
、
そ
れ
を
正
徹
自
ら
も
重
ん
じ
、
そ
の
よ
う
な
歌
風
で
一
貫
し
た
点
に
、
正
徹
の
歌
論
の
特
質
が
あ
る
。
本

書
に
は
注
目
す
べ
き
言
説
が
多
い
が
、
特
に
定
家
や
正
徹
の
歌
を
解
釈
し
、
そ
の
美
的
本
質
を
解
明
し
て
い
る
の
は
、
正
徹
で
な
け
れ

さ
A

め
こ
と

心
敬
（
応
永
一
三
・
1
4
0
6
~
文
明
七
・
1
4
7
5
)

著

「
日
本
文
学
評
論
史
」
総
論
、
第
四
章
、
第
二
節

私
は
、
正
徹
と
世
阿
弥
や
心
敬
と
禅
竹
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
傾
向
を
と
っ
た
の
は
、
偶
然
の
一
致
で
は
な
い
と
思
ふ
。
心
敬
は
永
享
の

頃
ま
で
は
歌
会
や
連
歌
の
会
も
多
く
行
は
れ
た
と
言
っ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
今
の
世
に
な
っ
て
は
万
の
道
が
す
た
れ
、
名
を
得
た
人
も

一
人
も
な
い
と
歎
い
て
「
応
永
の
比
永
享
年
中
に
諸
道
の
明
匠
出
う
せ
侍
る
に
や
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
き
は
永
享
・
嘉
吉
の

乱
か
ら
応
仁
の
乱
に
至
る
世
の
乱
れ
の
与
へ
た
影
響
と
見
て
も
よ
い
と
思
ふ
。

「
日
本
文
学
評
論
史
」
古
代
・
中
世
篇
、
第
二
篇
、
第
二
章
、
第
三
節

最
近
私
の
書
架
に
入
っ
た
写
本
は
題
策
は
私
語
抄
と
あ
る
が
、
内
容
は
「
さ
ゞ
め
ご
と
」
で
あ
り
、
上
下
両
巻
が
一
冊
と
な
っ
て
ゐ

る
。
さ
う
し
て
下
巻
を
見
る
と
「
苔
筵
」
本
に
近
く
群
書
類
従
本
と
は
異
同
が
あ
る
が
奥
書
を
見
る
と
上
巻
の
終
に

ば
で
き
な
い
す
ぐ
れ
た
意
見
で
あ
る
。

文
安
五
年
頃
成
立
か
。

歌
論
・
連
歌
論
書

寛
正
四
！
五
年
成
立

y 
43 

10 



伝
頓
阿
撰

19
自
讃
歌

18 

文
明
九
年
十
二
月
十
八
日

と
あ
り
、
下
巻
の
奥
書
に
は

6
 

ー

4

ーー

2
 

ー

。

ー1

1

 

oa 

ー

。

ー1

1

 

11ー

44

寛
茫
第
四
暦
鹿
賓
上
旬
於
紀
州
田
井
庄
惣
社
参
籠
中
、
或
人
連
歌
之
竹
馬
用
心
之
一
篇
頻
憤
望
之
問
依
難
去
、
此
両
帖
頓
被
任
筆
、

一
覧
之
後
則
被
投
炉
中
由
也
、
此
二
帖
悉
以
雖
可
在
用
捨
由
候
、
先
出
以
草
案
奉
所
望
者
也

．
此
奥
書
上
巻
同
前
也
佃
略
之

と
あ
り
、
別
に
本
云
と
し
て
心
敬
以
外
の
奥
書
が
あ
る
。

無
言
抄

天
正
年
間
成
立

木
食
上
人
（
慶
長
二
二
年
・
1
6
0
8
没

）

著

連

歌

論

書

「
日
本
文
学
評
論
史
」
詩
歌
論
篇
、
第
一
篇
、
第
十
節

紹
巴
の
連
歌
観
を
う
け
て
、
よ
り
集
成
的
に
ま
と
め
た
の
が
木
食
上
人
の
無
言
抄
で
あ
る
。
ー
ー
＇
中
略
ー
ー
・
無
言
抄
に
は
木
食
上

人
や
紹
巴
の
跛
も
あ
る
が
、
天
正
七
年
か
ら
二
年
あ
ま
り
の
間
に
記
し
、
同
十
四
年
の
頃
紹
巴
の
閲
を
得
た
と
あ
り
、
そ
れ
か
ら
十
余

年
を
へ
て
慶
長
二
年
に
跛
を
か
き
慶
長
三
年
二
月
の
紹
巴
の
跛
を
そ
へ
て
世
に
ひ
ろ
ま
っ
た
と
あ
る
。
天
正
七
年
は
四
十
四
歳
の
頃
で

あ
る
か
ら
上
人
の
四
十
代
の
著
で
あ
る
。
無
言
抄
の
内
容
は
連
歌
の
用
語
や
法
式
を
集
大
成
し
た
も
の
で
著
者
の
見
解
と
す
べ
き
も
の

は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
4

に
も
こ
の
時
代
の
連
歌
が
ど
の
や
う
に
扱
は
れ
た
か
が
知
ら
れ
る
。

※
「
日
本
文
学
評
論
史
」
形
態
論
篇
、
第
一
篇
、
第
八
節
に
「
木
食
上
人
の
連
歌
論
」
と
し
て
無
言
抄
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ
る
。

鎌
倉
中
期
成
立
？
・

編
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
鳥
羽
院
時
代
よ
り
百
年
以
上
後
の
も
の
で
あ
る
事
が
序
文
か
ら
知
ら
れ
る
。
編
者
の
も
の
と
も
い
わ
れ
る

11 



三
秘
抄

藤
原
為
顕
（
生
没
不
詳
）
著
と
言
わ
れ
る
。

「
竹
園
抄
孜
」
四
（
日
本
歌
論
史
の
研
究
・
所
収
）

竹
園
抄
は
十
一
の
項
目
よ
り
な
っ
て
い
る
。
一
、
歌
可
嫌
病
・
ニ
、
可
対
詞
事
・
三
、
親
疎
旬
事
・
四
、
六
義
事
・
五
、
取
本
歌
鉢

・
六
、
返
歌
鉢
事
・
七
、
題
存
知
事
・
八
、
懐
紙
可
書
事
・
九
、
披
講
座
席
事
・
十
、
於
名
物
題
存
知
事
・
十
一
、
風
鉢
事

項
目
か
ら
見
る
と
和
歌
四
式
や
奥
義
抄
等
に
見
え
る
古
代
歌
論
の
題
目
を
な
ら
べ
た
よ
う
に
過
ぎ
な
い
が
、
親
疎
句
事
は
従
来
の
歌
論

書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
詠
歌
一
体
の
よ
せ
あ
る
事
に
類
似
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
な
い
新
し
い
内
容
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
他
の

22

竹
園
抄

の。
21

為
手
千
首

20 

歌
論
書

冷
泉
為
手
（
康
安
元
・
1
3
1
6
~
応
永
二
四
・
1
4
1
7
)

詠

千
首
歌

11ー

1
2
/
1
3
/
1
4
/
1
5
/
1
6
/
1
7
/
1
8

序
文
に
は
、
後
鳥
羽
院
が
当
時
の
代
表
的
歌
人
一
六
人
か
ら
各
の
八
身
づ
か
ら
よ
め
る
歌
の
な
か
に
、
よ
ろ
し
き
を
十
首
た
て
ま
つ
ら

し
め
給
ひ
て
ー
~
中
略
|
_
ー
御
み
づ
か
ら
の
御
歌
を
も
此
御
つ
ゐ
で
に
見
せ
し
ら
し
め
給
ひ
け
る
＞
云
々
と
あ
る
通
り
、
後
鳥
羽
院
・

式
子
内
親
王
•
藤
原
良
経
・
慈
円
・
源
通
光
・
源
通
具
•
藤
原
俊
成
，
俊
成
女
•
宮
内
卿
局
・
藤
原
定
家
・
藤
原
有
家
・
藤
原
家
隆
・

藤
原
雅
経
・
源
具
親
・
寂
蓮
•
藤
原
秀
能
・
西
行
一
七
人
が
各
一
〇
首
ず
つ
合
計
一
七
〇
首
の
珠
玉
集
で
あ
る
。
但
し
、
後
鳥
羽
院
の

召
し
に
よ
っ
て
歌
を
奉
じ
た
と
い
う
の
は
編
者
の
仮
託
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

藤
原
為
家
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
古
今
集
・
後
撰
集
・
拾
遣
集
に
つ
い
て
の
口
伝
書
。
為
家
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
で
あ
る
と
す
る
説
が

有
力
。

応
永
二
二

(
1
4
1
5
)

年
成
立

建
治
ー
弘
安
の
頃
成
立

足
利
義
持
に
詠
進
し
た
も 4

 

ー

6

ーー

7
 

_
5
 

ーー
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項
目
に
お
い
て
も
新
し
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

「
竹
園
抄
孜
」
五
（
日
本
歌
論
史
の
研
究
・
所
収
）

竹
園
抄
は
量
に
於
て
小
さ
い
歌
論
書
で
あ
る
が
、
為
家
の
説
を
伝
え
た
と
さ
れ
た
た
め
に
広
く
よ
ま
れ
た
ら
し
く
殊
に
二
条
家
の
流

れ
に
重
ん
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
が
堂
上
歌
学
の
家
で
も
尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
写
本
が
多
く
伝
わ
り
版
本
も
寛
永
版
本
に
種
々
の
異
版

が
あ
る
の
も
そ
れ
を
語
っ
て
い
る
。
二
条
家
の
流
れ
で
は
定
家
以
上
に
為
家
が
重
ん
じ
ら
れ
た
点
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に

内
容
に
於
て
も
親
句
疎
旬
の
見
解
の
如
き
連
歌
の
方
面
に
重
ん
じ
ら
れ
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

詠
歌
一
体
（
乙
本
）
を
増
補
し
て
、
中
世
以
来
の
制
詞
を
あ
る
程
度
集
成
し
た
も
の
。
竹
園
抄

(11
ー
17)
も

同
内
容
を
付
載
し
て
い
る
。

「
日
本
文
学
評
論
史
」
近
世
・
近
代
篇
、
第
三
篇
、
第
一
章
、
第
二
節

制
禁
の
詞
ほ
欠
陥
の
あ
る
詞
と
い
ふ
よ
り
は
、
あ
る
個
人
の
創
造
し
た
詞
と
し
て
、
所
謂
ぬ
し
の
あ
る
詞
で
あ
り
、
他
人
の
使
用
を

ゆ
る
さ
な
い
詞
を
さ
し
て
い
る
ー
ー
中
略

I

さ
う
し
て
近
世
の
初
め
頃
ま
で
に
か
く
の
如
き
制
詞
が
幾
程
の
数
を
示
し
て
ゐ
る
か
と

い
ふ
に
、
家
蔵
の
詠
歌
制
詞
と
い
ふ
写
本
は
こ
れ
が
集
成
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
書
は
奥
に

這
一
冊
は
元
来
二
三
寸
ば
か
り
な
る
無
外
題
之
小
本
也

桜
町
院
仰
云
往
年

霊
元
院
哀
翰
を
染
ら
れ
し
一
冊
也
。
と
こ
ろ
た
＼
御
幸
の
お
り
な
ど
御
懐
中
あ
り
し
と
な
ん
。
あ
ら
た
に
可
書
写
の
よ
し
蒙
仰
謹

う
け
給
、
や
が
て
書
付
て
献
上
畢
。
此
つ
ゐ
で
拝
借
の
事
を
ね
が
ひ
て
借
下
ら
れ
書
と
ゞ
め
ぬ
。
制
禁
覚
悟
の
大
綱
此
一
冊
に
こ

も
れ
り
。
座
右
を
は
な
た
ず
、
尤
な
を
ざ
り
に
お
も
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

歌

論

書

近

世

23

詠
歌
制
詞

1
8
 

ーー
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29 
と
が
出
来
る
。
さ
う
し
て
在
満
と
は
そ
の
立
場
に
於
て
反
対
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、
真
渕
と
は
そ
の
万
葉
集
を
尊
重
す
る
点
に
一
致
し

香
川
景
樹
（
明
和
五
・
1
7
8
6
~
天
保
一
四
・
1
8
4
3
)

和
ニ
・
1
7
6
5
)

を
批
判
し
た
も
の

「
日
本
文
学
評
論
史
」
詩
歌
論
篇
、
序
説
二

近
世
の
歌
論
に
於
け
る
他
の
重
要
な
論
争
は
真
渕
の
新
学
に
対
す
る
景
樹
の
新
学
異
見
に
見
ら
れ
る
論
争
で
あ
る
。
そ
れ
は
万
葉
主

義
と
古
今
主
義
と
の
論
争
と
も
言
へ
る
。
真
渕
と
景
樹
と
は
歌
に
於
て
真
情
を
重
ん
ず
る
点
で
は
近
い
の
で
あ
り
、
ま
た
真
情
と
調
べ

と
の
関
係
を
重
ん
ず
る
点
で
も
近
い
も
の
が
あ
る
。

境
地
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
真
渕
よ
り
も
一
層
調
尊
重
に
進
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
本
質
的
相
違
で
は
な
い
。

す
ら
を
ぶ
り
を
重
ん
じ
力
強
い
調
を
重
ん
ず
る
に
対
し
て
、
景
樹
は
雅
び
の
調
を
重
ん
ず
る
点
に
相
違
が
あ
る
。
さ
う
し
て
真
渕
は
具

体
的
に
は
万
葉
集
の
力
強
い
調
を
重
ん
じ
、
景
樹
は
古
今
集
の
雅
び
な
調
を
重
ん
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

言
霊
耕

た
ゞ
景
樹
に
至
っ
て
調
べ
に
対
す
る
、

熊
谷
直
好
（
天
明
ニ
・
1
7
8
2
~
文
久
ニ
・
1
8
6
2
)

著

「
日
本
文
学
評
論
史
」
近
世
・
近
代
篇
、
第
三
篇
、
第
二
章
、
第
六
節

こ
の
言
霊
と
い
ふ
言
は
万
葉
集
の
中
に
も
三
所
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
文
字
よ
り
も
言
葉
を
重
ん
じ
た
傾
向
、
同
時
に
言

葉
に
対
し
て
絶
対
的
な
力
を
認
め
る
傾
向
が
、
言
葉
に
霊
が
存
す
る
と
い
ふ
信
仰
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
近
世
に
於
て
こ
の
立

場
を
中
心
と
す
る
歌
論
を
唱
道
し
た
の
は
御
杖
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
然
る
に
松
田
武
夫
氏
の
好
意
で
景
樹
門
の
熊
谷
直
好
の
言
霊
弁
と

28

新
学
異
見

な
が
ら
、
な
ほ
部
分
的
に
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。

歌
論
書

歌
論
書

直
好
は
香
川
景
樹
の
高
弟

真
渕
の
「
新
学
」
（
明

よ
り
尊
重
が
見
ら
れ
、
誠
実
即
調
と
い
ふ

た
ゞ
真
渕
に
於
て
は
ま

文
化
八
年
序
、
十
二

(
1
8
1
5
)

年
刊

111 

40 

ー

|

0

 

ー1

1

 

y 
41 

16 



27 
田
安
宗
武
（
正
徳
五
・
1
7
1
5
~
明
和
八
・
1
7
7
1
)

著

歌

論

書

「
日
本
文
学
評
論
史
」
近
世
・
近
代
篇
、
第
三
篇
、
第
二
章
、
第
一
節

歌
論
書
と
し
て
は
宗
武
に
在
満
の
国
家
八
論
に
対
し
て
批
評
し
た
国
歌
八
論
余
言
と
、
外
に
歌
体
約
言
と
の
あ
る
こ
と
は
一
般
に
知

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
外
に
国
歌
八
論
余
言
に
対
し
て
、
賀
茂
真
渕
の
著
し
た
国
歌
臆
説
に
対
す
る
批
判
書
と
し
て
、
臆
説
剰
言
が
あ

「
再
奉
答
金
吾
君
書
」
に
対
す
る
批
評
書
と
し
て
、
歌
論
が
あ
る
。
後
の
二

り
、
こ
の
臆
説
剰
言
に
対
し
て
、
更
に
真
渕
の
答
へ
た
、

書
は
宗
武
の
雑
著
と
も
い
ふ
べ
き
玉
函
叢
説
の
附
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
ー
—
中
略
|
_

私
の
蔵
す
る
那
之
古
草
と
題
す
る
写
本
に
は
歌
体
約
言
序
や
春
海
大
平
贈
答
歌
論
消
息
と
と
も
に
臆
説
剰
言
な
ら
び
に
歌
論
の
二
篇
も

含
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
終
り
に

些
一
条
者
玉
函
叢
説
年
麟
闘
虹
之
中
所
載
也

乞
得
小
中
村
清
矩
蔵
本
閲
覧
之
序
抄
録
之
焉

明
治
十
年
三
月
一
日

と
あ
る
。
私
の
見
得
た
玉
函
叢
説
は
国
会
図
書
館
蔵
と
福
井
久
蔵
氏
蔵
と
あ
る
が
、
附
録
の
あ
る
の
は
福
井
氏
蔵
の
み
で
あ
る
。
さ
う

し
て
福
井
氏
蔵
本
は
小
中
村
清
短
旧
蔵
で
あ
る
か
ら
、
私
の
有
す
る
写
本
は
そ
の
伝
写
本
で
あ
る
。

歌
韻
約
言

歌
論
書

近
世

中
尾
五
百
樹

田

安

宗

武

著

延

享

三

(
1
7
4
6
)

年
成
立

「
日
本
文
学
評
論
史
」
近
世
・
近
代
篇
、
第
三
篇
、
第
二
章
、
第
一
節

宗
武
著
の
歌
論
書
は
四
部
が
あ
り
（
本
書
、
国
歌
八
論
余
言
、
臆
説
剰
言
、
歌
論
）
、
こ
れ
に
よ
っ
て
荷
田
在
満
・
賀
茂
真
渕
の
二

人
に
対
し
て
一
面
に
は
教
を
う
け
つ
4

一
面
に
は
自
己
の
所
信
を
明
快
に
述
べ
て
論
争
を
も
辞
せ
ざ
る
宗
武
の
学
者
的
見
識
を
見
る
こ

近
世

7
 

ー

6

ーー

15 



26 

「
日
本
文
学
評
論
史
」
詩
歌
論
篇
、
序
説

25

国
家
八
論 宝

暦
八
年
仲
春

と
あ
っ
て
、
霊
元
天
皇
の
御
著
の
や
う
に
も
見
ら
れ
、
寛
文
か
ら
天
和
貞
享
の
間
に
作
ら
れ
た
と
思
は
れ
る
が
、
当
時
に
於
け
る
制
禁

戸
田
茂
睡
（
寛
永
六
・
1
6
2
9
~
宝
永
三
・
1
7
0
6
)

著

「
日
本
文
学
評
論
史
」
近
世
・
近
代
篇
、
第
三
篇
、
第
一
章
、
第
二
節

詠
歌
制
詞
と
梨
本
集
を
比
較
す
る
と
、

る
の
に
対
し
て
、

111 

68 

1
1
|
9
9
（
附
録
）

寛
保
二

(
1
7
7
1
)

年
、
三
十
七
歳
の
時
、

元
禄
七

(
1
6
9
4
)

刊

ほ
ゞ
同
時
代
の
著
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、

田
安
宗
武
に
求
め
ら

一
方
（
梨
本
集
）
が
制
禁
の
詞
に
対
し
て
あ
く
ま
で
反
射
し
て
ゐ
る
の
は
興
味
あ
る
現
象
と
思
ふ
。

荷
田
在
満
（
宝
永
三
・
1
7
0
6
~
宝
暦
元
・
1
7
5
1
)

著

れ
書
き
上
げ
た
。

「
日
本
文
学
評
論
史
」
近
世
・
近
代
篇
、
第
三
篇
、
第
二
章
、
第
二
節

即
ち
こ
の
書
は
そ
の
組
織
的
論
理
的
方
面
に
於
て
は
、
極
め
て
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
立
場
は
新
古
今
集
を
尊
重
し
、
極
め

て
形
式
的
で
あ
る
上
に
、
消
極
的
で
あ
っ
た
た
め
と
、
近
世
に
於
て
文
学
的
自
覚
の
再
び
目
覚
め
て
き
た
時
に
当
っ
て
、
新
し
く
唱
ヘ

ら
れ
た
初
め
て
の
歌
論
書
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
種
々
の
意
味
で
論
難
が
行
は
れ
た
。

特
に
真
渕
・
宗
武
の
万
葉
主
義
と
、
新
古
今
主
義
と
の
対
立
と
い
う
点
で
国
家
八
論
を
中
心
と
す
る
論
争
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。

玉
函
叢
説

24

梨
本
集

の
詞
の
集
成
と
し
て
は
最
も
見
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
。

歌
論
書

一
方
が
制
詞
に
対
し
て
忠
実
な
る
態
度
を
と
っ
て
ゐ

光

胤

y 
92 

11ー

7
2
.
1ー

2
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35
萬
葉
改
訓
抄

ヘ

/,, 

ヽ

7
 

ー

5
 

ー

カ

2
ー

3
 

3
 

34
萬
葉
童
子
問

ヘ

'l 

、一

萬
葉
問
答

（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
旧
蔵
本
）

カカ

2 2 
I I 
13 19 ．． 
1 1 
((  
5 3 

契
沖
の
万
葉
研
究
に
次
い
で
考
ふ
べ
き
は
荷
田
派
の
万
葉
研
究
で
あ
る
。
春
満
は
万
葉
研
究
の
上
に
も
勘
か
ら
ざ
る
功
績
を
与
へ
て

ゐ
る
。
春
満
の
万
葉
集
に
関
す
る
著
書
は
、
普
通
に
万
葉
僻
案
抄
と
万
葉
童
蒙
抄
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
と
に
童
蒙
抄
は
八
十
巻
と
あ
る

の
で
春
満
の
主
著
の
や
う
に
思
は
れ
て
ゐ
る
が
、
童
蒙
抄
は
春
満
の
直
接
の
著
書
で
は
な
く
、
春
満
の
講
義
を
弟
の
信
名
が
私
案
を
加

へ
て
書
き
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
万
葉
僻
案
抄
は
享
保
年
間
に
春
満
が
巻
一
を
註
し
た
も
の
で
あ
っ
て
春
満

の
著
書
の
中
で
最
も
流
布
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
補
ふ
た
め
に
諧
義
を
も
と
と
し
て
童
蒙
抄
を
信
名
が
編
し
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
ま
た
童
蒙
抄
の
続
稿
と
い
ふ
べ
き
信
名
の
万
葉
剖
記
が
巻
十
七
か
ら
巻
二
十
ま
で
作
ら
れ
て
羽
倉
家
に
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

十
六

荷
田
春
満
（
寛
文
九
・
1
6
6
9
~
元
文
元
、
1
7
3
6
)

講

「
万
葉
集
の
研
究
」
日
、
万
葉
集
の
新
研
究

32
萬
葉
割
記

ヘ

/,, 

、一

カ

2
ー

11

31 

萬
葉
集
僻
案
抄

＾ 
/,, 

ヽ

ヵ
2

ー

1
2
.
1
t
3

30 

萬
葉
童
蒙
抄

（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
旧
蔵
本
）

比
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
思
ふ
。

6
 

2
 

4
 

カ

2
ー

・

1
i

ー

い
ふ
歌
論
の
草
稿
本
を
見
る
を
得
て
、
或
は
御
杖
の
言
霊
的
歌
論
が
直
好
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
然
し
そ
の
所

説
に
は
廊
接
の
影
響
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
直
好
が
言
霊
と
い
ふ
言
葉
を
用
ゐ
た
の
は
御
杖
の
立
場
か
ら
何
等
か
暗
示
を
受
け

た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
推
測
は
去
ら
な
い
の
み
か
、
桂
園
派
で
言
霊
を
如
何
に
解
釈
し
た
か
と
い
ふ
所
に
御
杖
と
の
学
説
の
対



37 
荷
田
春
満
講

「
万
葉
集
の
研
究
」
日
、
万
葉
集
の
新
研
究

和
仮
名
訓
は
万
葉
集
巻
七
、
九
、
十
、
十
二
、
十
一
＿
一
の
五
巻
の
仮
名
の
訓
だ
け
を
記
し
た
書
で
巻
九
、
巻
十
の
鼈
頭
に
諸
所
に
記
し

た
記
事
に
よ
っ
て
春
満
の
講
義
の
稿
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
宝
永
六
年
の
六
月
か
ら
九
月
ま
で
続
い
て
ゐ
る
。
内
容
は
た

ゞ
和
仮
名
を
記
し
た
の
み
で
説
明
を
加
へ
て
な
い
が
、
従
来
の
訓
を
訂
正
し
た
所
が
多
い
。

萬
葉
緯
（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
旧
蔵
本
）

今
井
似
閑
（
明
暦
三
・
1
6
5
7
~
享
保
八
・
1
7
2
3
)

著

契
沖
の
万
葉
研
究
の
直
接
の
影
響
と
し
て
、
そ
の
門
弟
の
今
井
似
閑
の
万
葉
緯
は
万
葉
に
関
係
あ
る
他
の
文
献
を
集
め
た
も
の
と
し
て
、

有
益
な
資
料
で
あ
る
。

36

万
葉
集
和
仮
名
訓

あ
る
。

十
六

万
葉
集
問
答
は
宝
永
五
年
の
著
で
あ
っ
て
巻
三
と
巻
四
の
一
部
分
と
を
註
し
て
あ
り
、
童
子
問
は
巻
二
、
巻
三
の
中
か
ら
疑
問
を
挙

げ
て
註
し
て
あ
り
、
改
訓
抄
は
巻
四
、
巻
十
、
巻
十
一
、
巻
十
二
、
巻
十
三
の
部
分
、
‘
つ
つ
の
改
訓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
春
満
の

万
葉
研
究
は
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
春
満
は
そ
の
万
葉
研
究
の
系
統
に
於
い
て
は
種
々
の
説
も
あ
る
が
、
契
沖
に
直
接
教
を
う
け
な
か

っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
万
葉
代
匠
記
を
見
て
こ
れ
に
啓
発
さ
れ
た
こ
と
は
、
僻
案
抄
の
中
に
代
匠
記
の
説
を
或
説
と
し
て
引
用
し
て
あ

る
の
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
と
自
分
は
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
春
満
は
契
沖
以
外
に
出
て
彼
の
個
性
を
発
揮
し
て
ゐ
る
の
で

荷
田
春
満
講

「
万
葉
集
の
研
究
」
日
、
万
葉
集
の
新
研
究
十
六

万
葉
集
の
研
究
資
料
の
纂
注
書

（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
旧
蔵
本
）

カ

2
ー

3
.
1ー

8

カ

2
|
1
6
.
1ー

2
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今
井
似
閑
書
置

前
回
展
示
目
録
参
照

19 



）
 

昭
和
十
四
年
（
四
四
）
五
月

昭
和
十
六
年
（
四
六
）
三
月

久
松
潜
一
博
士
略
年
譜

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日

愛
知
県
知
多
郡
藤
江
村
（
現
、
東
浦
町
藤
江
）
に
生
ま
れ
る
。

大
正
八
年
（
二
四
）
七
月
東
京
帝
国
大
学
国
文
学
科
卒
業
（
「
契
沖
の
文
献
学
」
）
。
大
学
院
入
学
（
二
年
間
在
学
）
。

集
」
の
「
諸
説
」
の
項
担
当
。

大
正
十
三
年
（
二
九
）
四
月

大
正
十
四
年
（
三

0
)
九
月

昭
和
二
年
（
三
二
）
七
月

昭
和
三
年
（
三
三
）

追
悼
歌
文
集
）
刊
。
十
二
月

昭
和
九
年
（
三
九
）
六
月

昭
和
十
年
（
四

0
)
二
月

昭
和
十
一
年
（
四
一
）
五
月

昭
和
十
二
年
（
四
二
）
七
月

昭
和
十
三
年
（
四
三
）
四
月

「
国
文
学
通
論
」
刊
。

「
日
本
文
学
評
論
史
」

帝
国
学
士
院
賞
受
賞
。

「
国
学
」
刊
。

東
大
助
教
授
。

（
母
ひ
さ
ー
五
月
死
去
ー
ヘ
の

「
上
代
日
本
文
学
の
研
究
」
刊
。

「
上
代
民
族
文
学
と
そ
の
学
史
」
刊
。
十
二
月
文
学
博
士
（
「
日
本
文
学
評
論
史
の
研
究
」
）
。

「
万
葉
集
考
説
」
刊
。
英
独
米
に
在
外
研
究
四
月
出
発
。

帰
国
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
。
十
月

昭
和
十
九
年
（
四
九
）
十
二
月

（
古
代
中
世
篇
。
近
世
最
近
世
篇
）
刊
。

「
西
欧
に
お
け
る
日
本
文
学
」
刊
。
（
日
記
の
部
分
は
亡
き
子
へ
の
手
向
草
）
。

（
総
論
歌
論
篇
）
刊
。

「
日
本
文
学
評
論
史
」

「
日
本
文
学
評
論
史
」
を
再
び
講
義
（
六
年
ま
で
）
。
十
月

「
契
沖
伝
」
刊
。

「
日
本
文
学
評
論
史
」
開
講
。
九
月

「
万
葉
集
の
新
研
究
」
刊
。

「
藤
の
う
ら
は
」

「
校
本
万
葉

20 



昭
和
三
十
八
年
（
六
八
）
四
月

昭
和
二
十
二
年
（
五
二
）
四
月

昭
和
二
十
三
年
（
五
三
）
二
月

昭
和
二
十
五
年
（
五
五
）
十
月

昭
和
一
二
十
年
（
六

0
)
三
月

昭
和
三
十
二
年
（
六
二
）
七
月

昭
和
三
十
五
年
（
六
五
）

和
歌
史
」
刊
。

一
月

「
日
本
文
学
評
論
史
」

「
和
歌
史
」

（
総
論
古
代
篇
）
。
三
月
「
万
葉
研
究
史
」

「
日
本
文
学
評
論
史
」
（
詩
歌
論
篇
）
刊
。

定
年
退
官
。
慶
応
大
学
教
授
（
三
十
九
年
ま
で
）
。
五
月
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

「
日
本
文
学
研
究
史
」
刊
。

御
講
書
始
に
「
藤
原
俊
成
と
中
世
歌
論
」
御
進
講
。
五
月

鶴
見
女
子
大
学
教
授
（
四
十
七
年
ま
で
）
。
七
月

（
形
態
論
篇
）
刊
。
六
月

日
本
学
士
院
会
員
と
な
る
。

「
日
本
文
学
風
土
と
構
成
」
刊
。

「
日
本
歌
論
史
の
研
究
」
刊
。

昭
和
四
十
一
年
（
七
一
）
十
一
月
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
七
年
（
七
七
）
五
月
国
文
学
研
究
資
料
館
設
立
。
七
月
同
評
議
員
会
議
々
長
。

昭
和
四
十
八
年
（
七
八
）
一
月
「
契
沖
全
集
」
刊
行
開
始
。
七
月
「
万
葉
集
と
上
代
文
学
」
刊
。

昭
和
五
十
年
十
一
月
国
文
学
研
究
資
料
館
公
開
講
演
「
国
文
学
の
資
料
的
研
究
の
意
義
」
。

昭
和
五
十
一
年
（
八
一
）
三
月
二
日
午
後

0
時
三
分
肺
癌
の
た
め
永
眠
。
従
三
位
に
叙
。
法
号
宝
文
院
普
賢
潜
一
居
士
。
墓
所
は
藤
江

の
安
徳
寺
久
松
家
墓
地
。
六
月

i
十
月
「
万
葉
秀
歌
」
（
五
冊
）
刊
。

「
日
本
詩
歌
概
論
」

六
月

十
一
月

「
古
代

21 



歌
会
記
録
（
重
網
写
・

明
暦
3
)

2

雨
中
吟
（
写）

3

雨
中
吟
（
写）

4

雨
中
吟
（
刊
・

慶
安
3)

5

詠
歌
制
詞
（
写）

6

詠
歌
制
詞
（
写）

7

詠
歌
大
概
（
写）

8

詠
寄
大
概
（
写）

9

詠
歌
之
大
概

他
（
度
会
貞
末
写）

10

詠
歌
大
檄
抄
（
細
川
幽
斎
著
・
刊

ふ
処
文

8)
 

11

詠
奇
大
概
抄
（
三
条
西
実
枝
講
•
細
川
幽

斎
編
・

写）

12

詠
歌
大
慨
紗

他
（
後
水
尾
天
皇
講
・
写）

13

詠
歌
大
厩
抄
箋
（
刊
・
文
化
5)

14

詠
歌
大
概
註
（
写）

15

詠
歌
大
本
秘
訣
（
写）

16

説
目
抄
（
写）

17

延
慶
両
卿
訴
陳
状
（
写）

18

扇
合
（
写）

ー

臆
説
剰
言
（
写）

寄
学
浅
間
煙
（
写
・

宝
麿
6)

柿
本
傭
材
抄
（
写）

歌
体
約
言
（
渡
辺
直
麻
呂
写
・
天
明
3)

歌
体
約
言
（
中
尾
五
百
樹
写
•
明
治
10
!

21
)
 

24

歌
道
口
伝
秘
紗
（
写）

25

歌
論
往
復
書
（
写
・
天
保
5)

26

歌
輪
往
復
書
（
写
・
文
化
2)

27

綺
語
抄
（
公
元
写
・
文
政
7
)

28

清
輔
雑
談
集
（
刊
•
安
政
5
)

29

清
輔
袋
草
紙
（
刊
・

貞
享
2
)

30

桐
火
桶
（
写
．
承
応
2
)

31

桐
火
桶
（
刊
・
宝
永
1)

32

桐
火
桶
（
写）

33

近
代
秀
歌
（
正
道
写）

34

愚
秘
抄
（
写）

35

愚
秘
紗

鵜
本
（
写）

36

悪
問
賢
注
（
写）

37

愚
問
賢
注
（
覇
斎
写）

23 22 21 20 19 

（
寄
託
資
料）

故
久
松
潜
一

博
士
蔵
歌
論
書
目
録

60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 

撃
蒙
句
法
（
謄
写
版）

顕
昭
陳
状
（
写）

古
奇
書
（
写）

古
今
伝
授
切
帝
口
伝
（
写）

古
今
和
歌
集
新
釈
（
騰
写
版）

国
家
八
論
（
本
居
舜
庵
写
・
明
和
5)

言
霊
弁
（
写）

古
来
風
絆
抄
（
写）

古
来
風
鉢
抄
（
写）

鷺
箱
極
秘
抄
（
正
道
写）

さ
A
め
こ
と
（
写）

三
秘
抄
（
写）

＇

自
諧
歌
（
写
・
足
利
末
期
古
写
本）

自
縦
歌

他
（
写
・

慶
長
7
)

七
体
七
百
首
（
写
・

寛
政
9
)

秀
弼
之
妹
大
略
（
写）

秀
苺
林
大
略
（
写）

俊
秘
抄
（
写）

正
徹
物
語
（
写）

正
徹
物
語
（
写）

新
続
歌
仙
（
刊
・
元
禄
10
)

井
蛙
抄
（
藤
原
教
武
写
・

寛
政
9
)

井
蛙
抄
（
写）

22 



61

清
話
抄
（
刊
・
文
政
3)

62

雑
談
聞
害
（
写）

63

為
手
千
首
（
写）

64

竹
苑
抄
（
里
村
玄
例
筆）

65

竹
苑
抄
（
写
・
延
宝
7)

66

竹
苑
抄
（
写）

67

竹
薗
抄
（
写）

68

竹
園
抄
（
写
・

慶
安
3
)

69

竹
薗
抄
（
写）

70

竹
園
抄
（

刊
・
覚
永
21
)

71

千
種
（
写）

72

千
種
（

写）

73

貫
之
集
注
（
写）

74

定
家
十
妹
（
写）

75

徹
書
記
（
藤
原
若
水
写
・
寛
文
2
)

76

徹
書
記
物
語
（
日
野
輝
光
写
・
元
禄
7)

77

徹
書
記
物
語
（

勝
野
昌
憲
写
・
文
政
2
)

78

東
埠
亭
話
（

写）

79

桃
岡
雑
記

初
編
（
刊）

80

答
問
雑
考
（
呉
竹
園
主
人
写）

81

時
と
こ
と
な
る
詞
の
し
ら
べ
（
彦
麿
自
筆）

82

な
し
こ
草
（

中
尾
五
百
樹
写）

83

梨
本
集
（
刊
·
元
禄
12
)

106 105 104 103 102 IOI 100 99 98 97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 

新
学
異
見
（
刊・
文
政
13
)

新
学
異
見
弁
（
刊
・
文
政
11
)

二
条
家
直
伝
（
蒼
亭
吾
道
写
・
文
政
10)

耳
底
記
（
刊）

野
守
鏡
（
刊
・
元
禄
3
)

秘
々
抄
（

写）

細
川
幽
斎
聞
書
（
刊
・
寛
文
5
)

毎
月
抄
（
写）

毎
月
抄
（
度
会
常
彰
写
・
享
保
20
)

毎
月
抄
（
写）

未
来
記
（
写）

未
来
記
（
刊
・
慶
安
3)

無
言
抄
（

写）

八
雲
抄

巻
第
三
（
写）

幽
斎
聞
書
和
寄
雑
集
之
内
抜
書
（
写）

両
大
人
贈
答
手
簡（
橘
重
浪
写
・
文
政
5
)

冷
泉
家
秘
書
（
写）

六
条
家
抄
（
写）

和
歌
肝
要

他
（
写
・
正
徳
3)

和
歌
口
伝

他
（
写）

和
歌
口
伝

他
（
写）

和
奇
乃一ー一
種
の
大
事
（
写）

或
問
（
勝
秀
写）

（
国
文
学
研
究
資
料
館
報
別
冊
第
一
号
よ
り）
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